
　当院では外来でお渡しいたします院外処方箋の内容につきまして、
後発医薬品（ジェネリック医薬品）の推進と、患者様への安定的な医薬品
の供給を目的として、一部の医薬品を銘柄（商品名）でなく、有効成分
の名称で記載しております。
　これによって、有効成分が同じであれば、どの後発医薬品でも調剤が
可能となります。

　処方箋に記載されている名称がいつも服用している商品名でない
場合もございますので、処方箋の内容についてご質問がございましたら、
処方箋を提出する保険薬局へお問い合わせください。

　なお、医師の判断で患者様の体質等で処方薬の変更が出来ない場合も
ございますのでご承知おきください。

医薬品の供給状況への対応について
　医薬品の流通状況によって、薬品によっては医薬品の供給が遅れる、
または不足するケースがございます。
　その際は、治療計画等の見直しを行うなど適切に対応してまいります。
　治療計画の変更や、投与する薬を変更する可能性がありますが、変更
を行う場合には、改めて患者様またはご家族様等に十分に説明致します。

ご不明な点がございましたら処方箋を提出する保険調剤薬局、薬剤師へ
お問い合わせください。
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銘柄名処方
当該銘柄（商品名）を用いた処方・調剤

○○○錠　20mg　2錠
（銘柄名+剤形+含量）

1日2回　朝食後・就寝前　○日分

一般名処方

有効成分が同一の後発医薬品ならどれでも調剤可能

例【般】　ファモチジン錠　20mg　2錠
（一般的名称+剤形+含量）

1日2回　朝食後・就寝前　○日分
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